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敷地内の桜が満開となり、通所・入所の利用者様それぞれに春の散

歩を兼ねて外へ出て桜の下で花見を楽しまれました。風に揺れる花

びらを眺めながら「きれいだね」「見れてよかったね」と笑顔がこ

ぼれ穏やかな時間が流れます。当苑自慢の桜に包まれたひとときは 

春の訪れを感じる心温まる時間となりました。 

 

 

 
 

 

4/14、2F 利用者様、桜を肴に甘酒で一杯。 

 

 

美味いね 

 

 

 

 

4 月 30 日、桜は葉桜へ

と移り変わりましたが、その青々とした景色を眺

めながら“葉桜鑑賞会”を行いました。利用者の

皆さんは、焼き鳥やたこ焼きを味わい、ノンアル

コール飲料を片手に久しぶりの宴会気分を満喫。

笑顔があふれ、おかわりを楽しむ姿も見られ、に

ぎやかなひとときとなりました。 

３階 ４月３０日 お花見会？ 

 

 

  



 

デイケア水木団子 

デイケア節分 

デイケアひなまつり

り 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2F 水木団子 

2F 節分 

2 月 2 日、節分レクを行いました。 

鬼 2 匹（職員）が登場し、入所者様には豆の代わりにお

手玉を投げていただいて鬼退治をしました。 

「鬼は外、福は内！」と元気な声が飛び交い、厄を払い

ましたꞋ꞊ꞌꞍꞎꞏꞐꞑꞔꞕꞖꞗꞘꞒꞓ 

小正月に、皆さんと一緒に水木団子を作りました。やわらかい紙粘土を丸めて、赤や白の団子を

ミズキの枝に飾りました。「懐かしいね」「昔もやったよ」と、笑顔がたくさん見られました。元気で過

ごせますようにと願いを込めて、楽しい時間を過ごしました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３階 みずき団子  

 

 

みんなでパシャリ♪ 



   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「9 月までの行事予定」 

      

 

編                        集 
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～施設内研修会～ 当苑では、皆様に安心して過ごしていただけるよう、

事故防止・感染予防・接遇などをテーマに施設内研修を行っています。令和 8 年度の第

1 回研修では、4 月 21 日に外部講師をお招きし、「食中毒予防と手洗いの重要性」につ

いて学びました。食中毒の種類や最近の発生状況、特に注意が必要なノロウイルスとカン

ピロバクターについて説明があり、予防三原則（つけない・増やさない・やっつける。）

と石けん手洗いとアルコール消毒による衛生的手洗いの大切さを再確認しました。講師か

ら「全員が同じレベルで取り組まなければ食中毒は防げません」と言葉があり、職員は日々

の衛生管理をより丁寧に行い、ご利用者様の安全を守る意識を一層強めていました。 

 


